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This study collected negative events assumed when people procrastinate, classified these 
negative events, and examined the relationship between types of negative events and emotions. 
In the pilot study, we collected negative events that were assumed when people procrastinate. 
The 28 items included events related to stress and to the performance of the tasks. In Study 1, 
we intended to select and classify the negative event items. The participants were asked how 
strongly they had thought that these negative events actually happen. The exploratory factor 
analysis showed that the negative events did not fall into multiple categories. In Study 2, 
participants were asked how they were concerned by 28 negative events. As in Study 1, the 
exploratory factor analysis showed that the negative events did not fall into more than one 
category. The participants were also asked about emotions in the procrastination process. We 
examined the relationship between those emotions and the level of concern for negative 
events. A positive correlation was found between “negative emotions” and “optimism 
about the situation” and the degree of concern about negative events during the 
procrastination process. These results indicate that the degree of concern is more important 
than the type of negative event, and that the degree is related to the occurrence of negative 
emotions during the procrastination process.  
 




先延ばし  (procrastination) とは，「しなければいけない課題を遅らせる非合理的な行為 
(Lay,1986)」である。先延ばし行動は否定的な結果をもたらすものであり (Solomon & Rothblum, 1984; 
Steel, 2007)，先延ばしをする者は，自身の先延ばし行動が否定的な結果をもたらす可能性を認識し
ているにもかかわらず先延ばし行動を行うとされている (Klingsieck, 2013: Steel, 2007: Wohl, Pychyl 
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たとえば，学業場面における先延ばしの行いやすさを初めて測定しようとした Aitken (1982) は，
学業場面における先延ばしの行いやすさを測定する API (Aitken Procrastination Inventory) を作成し
た。その中に「私は物事の開始をとても長く延期し，締め切りまでに完了させない」，「私の先延ば
し傾向は，私の学校での作業に深刻な悪影響を及ぼす」というように，自身の先延ばしがパフォー
マンスに悪影響を与えることを予測する項目がみられる。あるいは，Solomon & Rothblum (1984) は，
多くの学生が経験するレポート執筆やテスト勉強，教員とのアポイントや学業的な事務処理のよう
な学業場面の様々な場面における先延ばしを測定する尺度である PASS (Procrastination Assessment 
Scale-Students) を作成した。PASS は先延ばしの頻度だけでなく，先延ばしを問題だと感じる程度を
測定している。PASS は小浜 (2010a) によって邦訳されており，「遂行困難と失敗不安」「リスク選
好」「課題嫌悪」の 3 因子構造からなる。「遂行困難と失敗不安」因子の中には，「悪い成績をとらな
いかと心配になっている」というように，自身の先延ばしによる結果への影響に対する懸念の項目
がみられる。さらに，Milgram, Mey-Tal, & Levison (1998) は，学業場面の先延ばしが行われる場面
として，テストの準備，宿題の準備，レポートの準備の 3 場面に注目し，それぞれにおける先延ば
しの行いやすさを測定できる APS (Academic Procrastination Scale) を作成した。APS は学業的な先延
ばしの行いやすさに加え，先延ばしによる不快感や自身の先延ばし癖を変えたいと思っている程度
などを測定でき，その項目の中には，「テストの準備を延期すると，気分が悪くなる」のような自身
の行動が不快感を生じさせることを予測している項目がみられる。McCown & Johnson (1989) は，
学業場面の先延ばしではなく，お金の支払いなどのような日常的な場面における先延ばしの行いや
すさを測定する AIP (Adult Inventory of Procrastination) を作成した。AIP には，「重要な早朝の予定の




先延ばしを測定する尺度として TPS (Tuckman Procrastination Scale) を開発した。その項目の中には，
「開始しなければ自分が嫌になるのに，開始しない」というような先延ばしをした自分を責めてし
まうことを含む項目がみられる。Fernie, Spada, Nikcevic, Georgiou & Moneta (2009) は，先延ばしの

















訳 2012) は，広範な先延ばし研究のレビューのもとに，先延ばしに典型的な 3 つのタイプがあるこ
とを提唱した。1 つ目は，学習性無力感を抱き自身の行動が良い結果をもたらさないと考え「期待」
































そこで，本研究では以下の 3 点を検討する。第 1 に，先延ばし時に想定されるネガティブ事象を

































(Solomon & Rothblum, 1984）において取り上げられている「レポートの執筆」，「テストのための勉
強」，「週ごとに出される宿題」，「学業的な事務処理：書類の提出や履修登録など」，「出席関連：授




25 名の調査対象者から，合計 204 個の記述が得られた。そのうち，テスト場面については 96，レ
ポート場面については 108 のネガティブ事象が挙げられた。テスト場面とレポート場面を合わせた
204 の記述について，心理学の専門家 3 名が KJ 法を参考に記述の分類を行った結果，学業場面の先
























参加者 大学生 150 名。 
調査内容と手続き 大学の講義時間を利用し，調査への回答を求めた。まず，参加者に 1 つ前の
タームの期末テスト実施日の前 1 週間と期末レポートの締め切り日の前 1 週間の場面を回想するよ
う教示した。その場面において，「テストのための勉強」と「レポートの執筆」のそれぞれで先延ば
しを行ったかを尋ねた。そして，予備調査で得られた学業場面における先延ばし時に予測されるネ
ガティブ事象項目 29 項目を提示し (項目例: 「しなければならない」という不安が続く)，先延ばし
をした場面において当該のネガティブ事象を想定していたかについて，「全く想定していなかった」
を 1，「想定した」を 5 とした 5 件法で尋ねた。 







事象項目 29 項目の平均値，および，それぞれの項目に対し 4 点以上と回答した人の割合，2 点以下
と回答した人の割合を算出した (Table 2)。その結果，「友人関係に支障が出る」という項目につい




 次に，ネガティブ事象 28 項目について，最尤法，プロマックス回転を用いて探索的因子分析を行
った (Table 3)。その結果，スクリープロットの推移から 1 因子構造が妥当であると判断された。信











































































の事象が気になる程度 (懸念度) について，「全く気にならない」を 1，「とても気になる」を 5 とし
た 5 件法で尋ねた。 














勉強時間が足りなくなる 4.23 1.01 88% 8%
十分な準備ができなくなる 4.14 1.03 83% 8%
前日にバタつく 4.11 1.07 80% 11%
ぎりぎりになって焦る 3.98 1.19 75% 11%
締め切りに間にあわなくなる 3.89 1.39 72% 23%
精神的に追いつめられる 3.85 1.23 72% 18%
体力的・精神的につらくなる 3.85 1.38 71% 18%
心の余裕がなくなる 3.83 1.23 71% 18%
睡眠不足に陥る 3.75 1.41 69% 23%
他の予定に影響が出る 3.72 1.35 68% 26%
生活リズムが乱れる 3.71 1.35 65% 23%
「しなければならない」という不安が続く 3.61 1.40 66% 28%
十分にできなくても妥協してしまう 3.59 1.38 61% 25%
レポートの完成度が下がる 3.52 1.35 58% 25%
予定外のことが起きると間に合わなくなる 3.51 1.31 60% 29%
単位を落とす 3.51 1.52 63% 29%
先延ばしをしたことを後悔する 3.51 1.50 63% 32%
ストレスが増える 3.48 1.51 59% 30%
テストへの不安が増える 3.41 1.44 58% 28%
テストでいい点が取れない 3.37 1.42 54% 33%
推敲する時間が無くなる 3.35 1.32 52% 34%
先延ばしをして乗り切れると，
次からも先延ばしをしてしまうという悪循環に陥る
3.32 1.48 54% 34%
結果が悪くて自己嫌悪に陥る 3.20 1.43 48% 37%
先延ばしをしてしまった自分に自己嫌悪に陥る 3.00 1.61 47% 45%
学習が定着しない 2.92 1.35 34% 40%
やる気がなくなる 2.91 1.50 38% 45%
しばらく取り組まないことで存在を忘れる 2.75 1.52 40% 55%
誤字脱字が増える 2.38 1.39 25% 60%


















































(6 項目)」「先延ばし前の否定的感情 (6 項目)」「計画性 (9 項目)」，先延ばし中については「先延ば
― 56 ―
し中の否定的感情 (7 項目)」「先延ばし中の肯定的感情 (5 項目)」，先延ばし後については「先延ば
し後の否定的感情 (5 項目)」「気分の切り替え (4 項目)」の項目が含まれていた。 





妥当であると判断された (Table 4)。クロンバックの α を算出したところ，α 係数は.95 と高い値を示
した。そこで，各個人について，28 のネガティブ事象項目のうち想定した項目の懸念度の平均得点













トでいい点が取れない」の 4 項目であった。残りの 20 項目は課題取り組み中のネガティブ事象とし
て分類された (Table 7)。ネガティブ事象の懸念度については，各項目の平均値を算出し，全体の平












































この偏りの原因としては，次の 2 つが考えられる。第 1 に，収集した項目が偏っていた可能性があ
る。予備調査では，「先延ばしをした際に生じる不都合なこと」とネガティブ事象を定義し，それに
あたる事象を収集した。したがって，その収集に参加した者が「先延ばしのネガティブ事象」を考
えたときに，先延ばし後 (課題取り組み中) のものを想像しやすかった可能性がある。第 2 に，本







































変数名 n 平均値 SD
計画性 191 2.95 0.73
先延ばし前の否定的感情 191 3.31 0.95
状況の楽観視 191 3.37 0.92
先延ばし中の否定的感情 191 3.57 0.81
先延ばし中の肯定的感情 191 2.99 0.83
先延ばし後の否定的感情 191 3.57 0.95





.06 .45 ** .27 ** .56 ** -.01 .57 ** -.10


















「しなければならない」という不安が続く 70.7 49.7 8.9
しばらく取り組まないことで存在を忘れる 74.9 22.0 12.0
学習が定着しない 44.5 42.9 40.8
やる気がなくなる 61.8 53.4 13.6
他の予定に影響が出る 41.4 58.6 24.6
精神的に追いつめられる 52.9 69.6 9.9
勉強時間が足りなくなる 28.8 63.9 26.2
十分な準備ができなくなる 38.7 61.3 20.4
心の余裕がなくなる 53.4 80.1 13.1
締め切りに間にあわなくなる 37.7 62.3 23.6
生活リズムが乱れる 30.4 75.4 23.0
レポートの誤字脱字が増える 18.3 68.6 26.7
睡眠不足に陥る 23.0 76.4 23.6
体力的・精神的につらくなる 34.6 79.6 22.5
推敲する時間が無くなる 20.9 73.8 19.9
予定外のことが起きると間に合わなくなる 35.1 71.7 15.7
十分にできなくても妥協してしまう 21.5 71.7 28.3
テストへの不安が増える 36.6 58.6 37.2
ぎりぎりになって焦る 46.6 63.9 16.2
先延ばしをしてしまった自分に自己嫌悪に陥る 33.5 50.8 47.6
先延ばしをしたことを後悔する 31.9 58.1 49.7
ストレスが増える 44.0 75.4 19.4
前日にバタつく 39.8 66.5 14.1
レポートの完成度が下がる 22.5 58.1 45.0
単位を落とす 33.0 29.8 61.3









変数名 n 平均値 SD
先延ばし中 186 3.48 0.88
先延ばし後　(課題中) 191 3.61 0.79






.01 .43 ** .24 ** .44 ** .06 .41 ** -.05
.06 .43 ** .27 ** .55 ** -.03 .57 ** -.11
.03 .38 ** .26 ** .48 ** .00 .49 ** -.10












































行動の遅延がポジティブな結果をもたらす場合があるという指摘もある。Chu & Choi (2005) や Choi 
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